
ディプロマポリシー（卒業認定・学位授与の方針） 重点項目

合計

0
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0

0

備考

担当者名： 本郷　一郎
科目名称： ホテル事業論

専門教育科目 講義 2
授業の目的・テーマ

区分 授業形態 単位数

授業の達成目標・到達目標
令和時代のホテリエとして、観光業、宿泊業において有為な人材を育成します。
時代の変化に対応できる考察力、立ち向かえる行動力を身に着ける戦力化を目指します。

ホテルを中心に宿泊業が発展してきた道のりを学ぶとともに、一方では社会の動きや生活スタイルの変化、そして昨年
より続く新型コロナウィルス感染症（以下「Covid-19」）禍によりパラダイムシフトを余儀なくされている現状から、
将来のあるべき姿まで、観光業、宿泊業に携わる人材として知識を習得してもらうとともに、実際のマーケットに立ち
場からこその”実学”を通じて、考える力、行動するスキルを体得していただきます。

ビジネス実務学科

DP(1)

建学の精神と設立の理念を基に、ビジネス社会で求められる基礎知識を修め、地域社会を
理解するとともに多様な文化に対応できる幅広い教養が身についている。

 

DP(2)

医療事務や観光業を含むビジネスの専門知識や技能を身につけ、各種資格を取得し、ビジ
ネスワーカーとして他者と協調・協働することのできる実践力を身につけている。

○

DP(3)

多様なビジネス社会に対応できるよう豊かな人間性を養い、人との関わりの中で自己の考
えを的確に表現するとともに、他者の意見を尊重し良好な信頼関係を築いていくことがで
きる。  

DP(4)

学生一人ひとりが、ゼミナールを通して、ビジネス現場における様々な課題に取り組み解
決する学修経験を積み重ねることで、その場の状況に応じた活用力を身につけている。

評価方法／ディプロマポリシー
定期試験

クイズ
小テスト

提出課題
(レポート含む)

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ
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ビジネスDP(2)
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ビジネスDP(3)

100

実務経験のある教員の担当 担当教員の実務経験の内容（内容・経験年数を記載）

あり

《内容１》　航空系都市型ホテル経験
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ・ｾｰﾙｽ・広報・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

《経験年数１》　１９年

特になし

《経験年数２》　　５年

《内容３》地場資本宿泊特化型ﾎﾃﾙ経験
代表取締役、支配人

《経験年数３》　　８年

《内容２》　外資系都市型ホテル経験
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ・ｾｰﾙｽ・広報・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

《内容４》 《経験年数４》



事前事後学修時間（分）

第１回 60分

第２回 30分

第３回 30分

第４回 30分

第５回 30分

第６回 30分

第７回 60分

第８回 30分

第９回 30分

第10回 30分

第11回 30分

第12回 60分

第13回 30分

第14回 30分

第15回 60分

実施しない。 その他の評価配分は、以下のとおりである。

将来のあるべき自分の
姿を明確にイメージで
きている

将来の希望や課題につ
いて考えている

到達目標ルーブリック すばらしい とてもよい よい 要努力

宿泊業、観光業につい
ての十分な知識を有し
ている

宿泊業、観光業に対し
ての興味が希薄である

課題ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ（ﾎｰﾑﾜｰｸ）

他者の意見を傾聴し、
自らの知識にしている

他者の意見に耳を傾け
ていない

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ 積極的に話し合いをリー
ドし、結論を導き出すこ
とに貢献した

自分の意見をしっかり
と表現できている

授業の内容・計画 事前事後学修の内容

ホテルの社会的役割とその変遷 ホテル経営論の振り返りと事後のまとめ

ホテルのタスク構造　主として宿泊部門業務 宿泊業務の事前学習と事後のまとめ

ホテルのタスク構造　主として料飲部門業務 料飲業務の事前学習と事後のまとめ

ホテルのタスク構造　主として宴会・婚礼部門業務
宴会・婚礼業務の事前学習と事後のまと
め

ホテルのタスク構造　主としてｾｰﾙｽ&ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ部門業
務

ｾｰﾙｽ&ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ業務の事前学習と事後の
まとめ

ホテルのタスク構造　主として管理部門業務 管理業務の事前学習と事後のまとめ

これからのホテリエに求められるもの
自分がなりたいホテリエ像を想像し、事
後は足りないものをまとめる

顧客満足（ＣＳ）について考える 顧客満足について考え、事後はまとめる

最大レベニューを達成するための手法
どうすれば売り上げを伸ばせるかｼｭﾐﾚｰ
ｼｮﾝし、事後はまとめる

ゲスト分析とプロファイリング
宿のスタイルごとにゲストの種類を考
え、事後はまとめる

ＩＴを生かす観光のトレンド 昨今のIT事情を予習し、事後はまとめる

「Covid－19」禍は観光業に何をもたらしたか？
「Covid-19」の影響の事前検証と事後の
まとめ

どんなホテルが生き残るのか（グループワーク）

「After Covid－19」に宿泊業はどう変わる？

どんなホテルで仕事をしたいか、想像し
てみる　事後は見つめ直してみる

「Covid-19」の影響の事前検証と事後の
まとめ

これからのホテルに期待されること（簡単なプレゼ
ン）

ホームワークでのレポート作成

事前事後学修時間については、受講するにあたっての最低限の目安を明記したが、単位取得のためには原則として授業時間
と事前事後学修を含め学則第17条の2で規定された学修時間が必要である。
また、事後学修としては、次回までに課題プリント(小レポート)をまとめる。

成績評価の方法・基準

教科書（学生に購入してもらうもの）：ホテルビジネス２０２０（三恵社／吉田雅也）
事前事後学修及び、授業内で参照する。
参考書：　ホテルビジネス基礎編（一般財団法人日本教育センター）

定期試験は実施せず、毎回の課題提出を含むレポート内容８０％とグループワークでの役割２０％を評価対象とする

課題に対してのフィードバック

　定期試験は、

毎回の課題のまとめを含め、レポート内容をルーブリックに沿って確認し、必要な場合はフィードバックを行う

教科書・参考書


